
FOA-NEWS   通算第４５号 

   2022/2/28  

 

フラッグフットボール世界選手権 参加報告 

平澤幸一郎、根岸作力 

１２月６日から８日にかけて開催された『第１０回 IFAF フラッグフットボール世界選手権イスラエル

大会2021』に審判として参加してきました。 

国際アメリカンフットボール連盟（IFAF：International Federation of American Football）が主催する

本大会は２００２年の第１回大会から２年毎に開催され、昨年２０２０年に第１０回を開催予定でした

が、新型コロナウィルス蔓延の影響もあり延期されました。 

男子２１チーム、女子１８チームが参加し、日本からは、全国から召集された男女の代表チームが派遣

されました。（選手の出場資格は、男子１８歳以上、女子１６歳以上） 

 

日程 

６日、７日  予選リーグ（男女別各４グルー

プ）、プレイオフ、順位決定戦 

８日    順位決定戦、準決勝、決勝 

 

優勝は男女ともアメリカ、準優勝は男女ともメキ

シコ、日本チームは男子１１位、女子６位という

成績を収めました。特に女子はプレイオフでアメ

リカと好ゲームを演じ、大会最後のメダルセレモ

ニーで特に印象に残ったチームとして名前が挙が

りました。 

参加国（最終順位順） 

男子： 1. アメリカ、2. メキシコ、3. パナマ、 

4. イタリア、5. フランス、6. オーストリ

ア、 

7. デンマーク、8. ドイツ、9. イスラエ

ル、 

10. スペイン、11. 日本、12. チーム・ニ

ュートラル、13. タイ、14. スイス、15. 

韓国、16. チリ、 

17. ブラジル、18. フィンランド、19. ベ

ラルーシ、20. インド、21. スロバキア 

女子： 1. アメリカ、2. メキシコ、3. オースト

リア、 

4. ブラジル、5. パナマ、6. 日本、7. フラ

ンス、 

8. イタリア、9. スペイン、10. ドイツ、

11. チェコ、12. イスラエル、13. チーム 

ニュートラル、 

14. デンマーク、15. ベラルーシ、16. ス

イス、 

17. フィンランド、18. チリ 

 

試合会場は、エルサレム市内のKraft Family 

Sports Centerというニューイングランドペイト

リオッツのオーナーKraft氏が提供するグラウン

ドで、人工芝のフットボール用フィールド1面、

天然芝のフィールド1面、人工芝のフィールド1

面からなり、各フィールドにフラッグフットボー

ル用のフィールドを2面取り、全6フィールド

で予選リーグ、プレイオフ、順位決定戦を実施し

ました。最終日の決勝トーナメントは、30,000

人収容のサッカースタジアムTeddyStadiumに

舞台を移しました。荒天が予想された３日目でし

たが、夜間に雨はふったものの、大会を通して天

候は概ね良好でした。 

 

 

 



 

 

 

Kraft Family Sports Center 

   

TeddyStadium 

  

 

参加国は隣接する二つのホテルに分かれて宿泊し

ており、審判は各国のチームとともに宿泊しまし

た。宿舎のホテルとフィールドは試合開始時刻に

合わせてバスが出て、移動時間は20分程度でし

た。 

ホテルの部屋はツインルームにソファベッドを展

開した3ベッドの部屋で、日本選手団団長の輿氏、平

澤さん、根岸で同室となりました。 

一日の生活パターンは、朝試合会場に行って、夕方か

ら夜にホテルへ戻り、夜ミーティング（初日のみ）と

いう繰り返しでした。ホテルでの食事は野菜が多く、

充実していた印象です。 

大会期間３日間を通して、全１４～１５試合程度を担

当しました。 

各国から参加している審判員のレベルは様々でした

が、フラッグフットボールのみ審判をしている人、 

アメリカンフットボールがメインでフラッグフットボ

ールの審判もする人など国により状況は異なりまし

た。 

フラッグフットボールでは、原則接触禁止となってお

り、コンタクトに対する判定基準がタックルフットボ

ールの審判としては難しいところです。 

３人部屋 

     

ホテルの食事    

 

1. 参加に向けて 

(ア) ２０２１年初頭に日本アメリカンフットボー

ル協会(JAFA)フラッグフットボール委員会よ

り関東審判部へ協力の依頼があり、平澤さ

ん、根岸の２名がフラッグフットボールの審

判育成の面で協力していくこととなった。 

(イ) 毎月のフラッグフットボール委員会への参

加、2/28の日本選手権、7/28の関東学生連



盟主催の大会への協力、日本代表練習への参

加を経て、JAFAから IFAFへ2名を推薦し

承認された。 

(ウ) IFAFからの事前連絡として、審判ユニフォ

ームについての情報、現行のルールブックと

メカニックマニュアルが送付され情報共有が

なされた。 

審判ユニフォームは、２インチゼブラジャージと黒スラックスを着用し、現在のFOAスタンダードと

同じです。メカニックは４人制で 

レフリー(R)、ダウンジャッジ(DJ)、フィールドジャッジ(FJ)、サイドジャッジ(SJ)の４名で構成さ

れ、基本ポジションは以下の通りです。 

         

プレーはパスプレーが主体でありロング

パスも多用されるため、ＳＪのポジショ

ンは最初からキーとなるライン上に位置

します。ＦＪは毎回７ヤードを計測する

ので、少しあわただしい感じです。ボー

ルはプレーヤー自身が拾ってＲへ戻すの

が原則となっているので、審判がボール

を拾いに行くことはあまりありません。 

2. 出発直前 

(ア) 新型コロナウィルスの感染状況も収まり、大

会参加へ向けて準備を進めていた矢先、11

月下旬にオミクロン株に対する水際対策強化

が発表され状況は一転。 

(イ) イスラエルが原則外国人の入国拒否を発表し

たため、大会の開催そのものが危ぶまれた

が、イスラエルの現地組織委員会(LOC)が政

府に許可を取り IFAFも開催を決めたのは出

発前々日の12/1となりました。 

(ウ) また、航空便の欠航が増え、日本選手団（審

判も含む）の帰国予定便の一部が欠航とな

り、代替便を確保できたのが前日の午前中と

いうかなり綱渡りの状況で、日本選手団の派

遣が確定しました。 

(エ) 日本の水際対策が強化され、帰国後14日間

の自主隔離を10日に短縮でき自宅で待機で

きる予定で進めていたが、帰国後6日間の施

設での待機、総隔離期間も14日で10日へ

の短縮措置は停止となりました。このため、

職場等の条件で、参加を見合わせることにな

った選手スタッフも複数名発生してしまいま

した。 

(オ) 日本出国とイスラエル入国に際して必要な書

類や申請がいくつかあり、その準備も進めま

した。出国７２時間以内のPCR検査陰性証

明が必要なため、出発２日前にPCR検査を

受け、メールにより陰性証明を受け取りまし

た。また出発２４時間以内にイスラエルへの

入国申請を行う必要があり、オンライン申請

を行いヘブライ語の証明書をメールで受け取

りました。様々な必要書類をスマートフォン

に保存するとともに書類としても印刷して準

備しました。 

3. 往路 

(ア) 旅程は12/3出国、12/10帰国で、帰国後の

交通手段に公共交通手段が使用できないた

め、自家用車で成田空港へ向かい民間駐車場

へ預けることとしました。 

(イ) 22:30発の便で、19:00に出発ロビーに集合

しましたが、いくつかの必要書類の確認もあ

りチェックインまでかなりの時間を要しまし



た。手荷物検査後の空港内では既に店は閉ま

っており、搭乗前に夕食を取ることは難しく

なってしまいました。 

(ウ) 成田からドバイまで約11時間、ドバイで5

時間ほど待ち、イスラエルのテルアビブ行き

で約3時間、現地11時ごろに到着しまし

た。 

(エ) ここで、平澤さんの荷物が届かず、ロストバ

ゲージの手続きをして、入国審査とPCR検

査の受診後に、バスでホテルへ移動しまし

た。テルアビブの空港からエルサレムまで1

時間弱の行程でした。 

(オ) ホテル内には売店も自動販売機もなく水の確

保が心配されました。ホテルロビーのバーで

ペットボトルの水を購入できることが分か

り、一安心して JAFA輿さん、平澤さん、根

岸の3人がバーでコーラなど飲んでいたら、

LOCから空港でのPCR検査の結果がまだ出

ていないので、部屋で待機するように注意さ

れ、やむなく部屋で過ごすこととなりまし

た。 

(カ) 結局、PCR検査陰性の連絡があったのはそ

の日の深夜となり、夕食は部屋へのデリバリ

ーとなりました。 

 

初日の夕食 

 

4. 試合前 

(ア) 大会前日の12/5 15:00から3時間にわたり

審判の全体ミーティングが開催され、VTR

によるケーススタディ中心とした内容で、判

定基準の統一を図ろうとしていました。 

(イ) 今大会の審判員は、１チームにつき１名各国

が審判を派遣することになっていましたが、

実際のクルーは３２名で、予選は８クルーに

分かれて担当しました。ミーティングにおい

て、クルー編成が発表され、４人制クルー、

平澤さんはクルー5に、根岸はクルー６に

各々アサインされた。 

(ウ) ミーティング後にWhatsAppで情報が共有

され、大会を通じて連絡手段として利用され

ました。 

 

 

 

クルー編成 

 

 

(エ) 前日夜にホテル宴会場に出場国すべてが集め

られ、派手に開会セレモニーが行われまし

た。ご挨拶予定のエルサレム市長がなかなか

到着せず、その到着を待つ間、司会の人が間

を持たせるのに苦労していたのが印象的でし

た。 

 

5. 大会中 



(ア) アサイメント 

① アサイメントは、最初の二日間は４人制

の固定クルー、最終日のメダルラウンド

は、試合毎にクルーが組まれ４人制でゲ

ームを担当しました。 

② 途中のスケジュール変更もあり、１日目

は５、６試合、２日目は８、９試合を担

当することとなりました。３日目は、試

合数が全９試合となり、例外を除き各１

試合となったのでスケジュール的には少

し楽になりました。 

③ 根岸は、初日５試合、二日目８試合、二

日間で１３試合を担当し、 

平澤さんは、初日５試合、二日目９試

合、二日間で１４試合を担当しました。 

最終日は、各々１試合の担当でした。 

 

(イ) 初日 

① 大会当日、スペインのPCR陰性確認が

出ていないため、スペインの第1試合

が 初日最後に移動することになり、大

幅にスケジュール変更がなされた。 

６つのフィールド同時進行で予選リーグ

が行われ、これを全８クルーで担当した

ため、予定では一日に最低５試合を担当

するというハードスケジュールでした

が、クルー５，クルー６ともに残業？に

なりました。 

 

② クルー６は、主にRをロシア人の

Vladimir、FJをチェコ人の女性 

Michaela、SJをドイツ人のChris、DJ

を根岸が担当してポジションをほぼ固定

しました。 

③ クルー5の平澤さんは、様々なポジショ

ンを経験していました。 

 

PCを計る平澤さん 

 

 

 

 

 

審判控室 



 

 

チェコのMichaelaと一緒に 

 

(ウ) 二日目 

① この日の最初の仕事？は、帰国時のため

のPCR検査でした。担当試合前に検査

を受けることができました。 

 

② ６試合担当予定でしたが、途中でスケジ

ュール変更のニュースが入り、３日目の

荒天が予想されるため、順位決定戦がほ

ぼすべて２日目に移動され、夜遅くまで

試合が続くことが判明しました。

WhatsAppへ手書きのアサイメントが

送付され、最後の試合は22:45開始とあ

り、皆でため息をつきました。 

当初アサイメントと手書きの変更アサイ

メント 

 

 

 

(エ) 三日目 

① 試合会場を３０，０００人収容のサッカ

ースタジアムTeddy Stadiumに移し

て、主に決勝トーナメントを実施。最終

日のアサイメントは、前日夜に

WhatsAppで連絡があり、平澤さんは

男子準決勝 パナマ vs.イタリアを、根岸

は男子決勝を担当しました。 



 

スタジアム

 

 

 

 

 

 

 

スタジアム内にシェルターがありまし

た。 

 

最終日の集合写真 

 

 

② 男子準決勝 パナマ vs.イタリア、 

1. クルーは、Ｒ：Vladimir(ロシア)、

ＤＪ： Marcos、ＦＪ： Uriel、Ｓ

Ｊ： Ko(平澤さん) 

2. 試合は接戦となり、難しい判定を

求められるシーンが多くありまし

たが、クルー全員が適切にオフィ

シエイティングしていました。 

3. 試合結果は、パナマ45－41イタリ

アでパナマが3位になりました。 

③ 男子決勝 アメリカ vs. メキシコ、 

1. クルーは、Ｒ：Des（アメリカ）、

ＤＪ： Tom(根岸)、ＦＪ：Claus

（デンマーク）、ＳＪ：Eli 

2. 男子決勝は大会を締めくくる最後

のゲームのため、このゲームに選

出されることは大変名誉なことの

ようで、メンバー発表後、何人か

の審判仲間から

「Congratulation!」と祝福の言葉

をもらいました。 

3. 試合は、１タッチダウンを争う展

開となり厳しい内容となりました

が、メキシコの最後の攻撃を凌い

だアメリカが４４－４１で勝利を

つかみました。 

④ 女子３位決定戦は、女性のみのクルーが

組まれました。 



 

⑤ 全試合終了後、ホテルへ戻りメダルセレ

モニーが行われました。参加全チームを

順に紹介する形で実施され、盛大に行わ

れました。 

 

 

(オ) 全般 

① 今回の大会では、現地大使館の協力も重

要でした。帰国時のPCR検査結果のフ

ォーマットに現地医務官の方の印をもら

ったり、水島駐イスラエル大使が日本チ

ームの応援に来てくれたりと、現地大使

館に協力いただいたことも助けになりま

した。 

② 日本チームの戦績 

◇男子（11位 2勝2敗） 

 vsイタリア  35－41 ● 

 vsデンマーク 6－39 ● 

 vsブラジル  43－15 〇 

 vsスイス    23－12 〇 

 

◇女子（6位 ２勝１敗） 

vs ブラジル   14-20 ● 

vs イスラエル 40-0  〇 

vs デンマーク 32-21 〇 

   プレイオフ 

       vs USA      24-40  ● 

 

  

     ★日本女子チームは6位となり、8位までが招

待される今年7月にアメリカ・アラバマ州で開催さ

れるWORLD GAMES2022に招待されることにな

っています。 

 

6. 帰国 

(ア) 12/9(木)の朝、ホテルからバスでテルアビブ

のBen-Gurion空港へ移動。 

(イ) チェックイン前に事前チェックがあり、英語

に堪能な選手が何人か空港職員にイスラエル

国内でどういう行動をとっていたか、執拗に

質問を受けていました。 

(ウ) チェックイン後、出発までは空港内の店で各

自お土産などを買う時間が少しありました。

イスラエルで何か買う機会があったのはこの

時だけでした。（平澤先輩はイスラエル到着

後3日目まで荷物が到着せず、ひそかに街に

出て買い物をしていました） 

(エ) 経由地のドバイへ到着、ここで9時間ほど乗

継便までに時間があり、各自休んだり、買い

物をしたりして出発ゲートに集合したのです

が、ここでひと騒動ありました。日本に帰る

には、QRコードが必要だと言われてなかな

かのせてもらえませんでした。出発時は情報

のなかった厚労省のHPからの帰国申請のよ

うなものが必要となっていたのです。間抜け

なことに、飛行機内で配られた書類に帰国し

たらやるべきことに、そのQRコード取得が



あり、水際対策のドタバタが末端までしっか

り伝わらず混乱する良い例と思いましたが、

とりあえず搭乗出来て一安心でした。 

(オ)  

7. 帰国後 

(ア) 到着後の状況は多くの報道で伝えられていた

通りで、検査結果待ちとホテル手配のため空

港で深夜まで待たされたり、空港近くのホテ

ルでの6日間の待期期間中は全く部屋から出

ることができないなど、不便な日を過ごしま

したが、終わってみると貴重な体験をさせて

もらったと感じます。 

 

待期期間中の食事例 

 

 

 

 

8. ルール 

(ア) フラッグフットボールにあまり馴染みのない

方もいると思いますので、簡単に国際ルール

を説明すると、 

(イ) フィールドサイズはフィールド・オブ・プレ

ーが縦５０ヤード、幅２５ヤードとアメリカ

ンフットボールの約４分の１、プレーヤー数

は各チーム５名で全員有資格レシーバーで

す。 

(ウ) プレーはスナップで開始され、タックルの代

わりに両腰に付けたフラッグを取ることでボ

ールデッドとなります。また、ブロック等、

全ての接触は禁止です。 

(エ) キックオフは無く、自陣５ヤードから攻撃を

開始、４回のダウンでハーフラインまで到達

すると新たな第１ダウンを獲得できます。そ

のあとは４回の攻撃でタッチダウンを目指し

ます。第１ダウンやタッチダウンが取れない

場合は、攻守交替で守備側が自陣５ヤードか

ら攻撃に移ります。その他に、攻撃側は７秒

以内にＱＢはボールを投げること、守備側は

７ヤード後方からのみラッシュ可能等、特有

のルールがいくつか存在します。 

(オ) 試合時間は、前後半各２０分でラスト２分の

み正式計時、トータル１時間弱になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9. さいごに 

(ア) この大会において、様々な国の審判と生活を

共にして試合を担当することで、普通では得

られない交流の機会を与えてもらいました。

推薦していただいた方々と IFAFから招聘に

感謝したいと思います。また、フラッグフッ

トボールには特有のルールやアメリカンフッ

トボールとは異なる視点で見なければならな

いケースもありますが、ベースとなるメカニ

ックは共通するところが多くあります。今大

会では日頃の試合で培った審判技術を試合に



おいて十分に活かすことでき、一定の評価を

受けて最終ゲームアサインしてもらうことが

できました。日頃一緒にオフィシエイティン

グしている関東審判部の仲間に感謝したいと

思います。 


